
　　あけましておめでとうご
ざいます。
　平素より三原地区保護司会
の活動に、ご理解とご協力を
いただき、感謝申し上げます。
　私たち保護司の活動は、犯

罪を犯した人や非行少年の更生を願って、社会復
帰に向けた様々な取り組みをしています。
　その立場の人たちは、思うように仕事に就けず、
生活の拠点となる住居に困り、生活の困難から社
会の中で生きづらさを感じています。
　このことが、再犯の要因とも言われ、犯罪件数
は減少化ながら再犯率は減少化にありません。
　改めて保護司の原点に立ち戻って、その人たち
に寄り添い励ましながら、生活の悩みや相談の聞
き役となって、再犯を防止し社会復帰の一助にな

れるように取り組んでいきたいと思います。
　一方で、保護司の高齢化により平均年齢の高止
まりや退任年齢層の増加、後継者の担い手不足が
深刻化しており、持続可能な保護司制度の先行き
が不安視されています。
　そのような中、保護司制度の様々な課題に焦点
を当てた、改正保護司法が成立しました。今後は
保護司の処遇改善や課題解決が図られるよう期待
が持たれています。
　これまでの保護司会活動の歴史の重さを感じな
がら、現在の課題に向き合いつつ、保護司の使命
である犯罪のない明るい社会の実現に向けてお互
いに頑張りましょう。
　皆様には保護司活動に積極的にご参加をいただ
くとともに、更なるご理解とご協力をお願い申し
上げます。

三原地区保護司会  副会長　　分　野　達　見　
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ごあいさつ



　新年あけましておめでとう

ございます。皆様にとりまし

て、本年が健やかで希望に満

ちた一年となりますよう、心

よりお祈り申し上げます。

　平素より、保護司の皆様に

は、罪を犯した人や非行に走った人が再び社会の

一員として立ち直ることを支援され、地域の安全

と安心を守るために献身的な活動を続けていただ

いておりますことに、深く感謝申し上げます。皆

様の温かなまなざしと粘り強い取組は、再犯防止

や更生支援の大きな力となり、地域社会の安定に

つながっております。

　近年、経済的不安や人とのつながりの希薄化、さ

らにはSNSの影響などにより、孤立しやすい環境が

広がっています。こうした状況は、悩みを抱える方

が支援につながりにくく、時に問題行動へと発展す

るリスクを高めかねません。支援を必要とする人の

課題も複雑化する中、再犯防止や立ち直りを支える

ためには、重層的で切れ目のない支援体制が求め

られており、更正保護活動はその中でも極めて重要

な役割を担っていただいていると考えております。

　市としても「すべての市民にやさしいまちづくり」

を政策の柱に掲げ、地域共生センターを核とした

多機関連携の推進や、早期に相談窓口へつながる

広報活動などを積極的に展開しているところです。

　また、昨年は「社会を明るくする運動」に合わせ、

市庁舎のイエローライトアップや保護司会研修会

への講師派遣など、皆様の活動と歩調を合わせな

がら更生保護活動を進めてまいりました。

　本年も、保護司の皆様をはじめ関係機関との連

携を一層深め、誰もが安心して暮らせる地域社会

の実現に向けて取り組んでまいります。皆様のお

力添えを賜りながら、共に歩みを進めていけるこ

とを心より願っております。

　結びに、三原地区保護司

会のさらなるご発展と、会

員の皆様のご健勝とご活躍

を祈念し、新年のご挨拶と

させていただきます。

三原市長　　岡　田　吉　弘　　ごあいさつ

令和７年度 第２回 定例研修会「生活環境調整の目的について」
　８月20日、広島保護観察所 種田保護観察官を講師に迎えて、第２回定例研修会を実施しました。
　はじめに生活環境調整の基本的な進め方について、資料をもとに説明を受けました。次にグルー
プに分かれて事例検討を行いました。疑問点や配慮することなどについて、実経験のある先輩保
護司の体験を交えて活発な意見交換の場となり、今後の処遇活動に活かせる研修となりました。

三原ホゴちゃん
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世羅ホゴちゃん

　　明けましておめでとうご

ざいます。三原地区保護司会

の皆様におかれましては、平

素より更生保護活動にご尽力

いただいておりますこと、心

から感謝申し上げます。

　さて、昨年は米の価格高騰や、瀬戸内海のカキ

が大量死するなど、例年にない出来事が続きまし

た。一方で、世羅町では３年連続でコウノトリが

子育てに飛来するなど、うれしいニュースもあり

ました。

　出会った人と挨拶を交わし、こうしたニュース

やカープの活躍を話題にするなど、声をかけあう

地域社会でありたいものです。

　近年、犯罪の約半数を再犯者が占める状況が続

いております。そうした背景には、職業や住居な

どの生活環境が安定せず、生きづらさと孤独を抱

えた人が犯罪や非行に繰り返し手を染めてしまう

ことが指摘されています。犯罪を抑制し、安心安

全なまちづくりを実現するためには、犯罪や非行

をした人が立ち直り、社会復帰ができるよう地域

社会全体で受け入れ、「息の長い支援」をしてい

くことが欠かせません。しかし、少子高齢化社会

が進行し、世代間断絶が表面化している現在にお

いて、地域社会のコミュニティが希薄化している

と言わざるを得ません。

　その中で、保護司会の皆様方による更生保護活

動は、罪を犯してしまった人に寄り添い、大きな

支えとなっています。私たちも犯罪や非行のない

明るく住みよい地域社会づくりのために、皆様方

の熱意や姿勢を見習い、地方公共団体としての立

場から、地域社会で暮らす皆様のご理解とご協力

を得て安心・安全な町づくりに尽力してまいりま

す。今後とも犯罪や非行のない明るく住みよい地

域社会づくりのため、一層お力添えをいただきま

すようお願い申し上げます。

　結びに、三原地区保護司会

の皆様のますますのご健勝と

ご活躍を心から祈念いたし

ます。

世羅町長　　奥　田　正　和　　ごあいさつ

　11月29日、第２回自主研
修会を更生保護女性会の会
員の方にも参加いただき実
施しました。
　三原市社会福祉課生活保
護係菊田係長を講師として
お迎えし、生活保護制度の仕組みや要件、手続き方法等につい
て分かりやすく講義して頂きました。
　内容に関する質疑応答が活発に行われ、対象者の生活支援の
一つの方法として知識を得ることが出来ました。

令和７年度 第２回 自主研修会
「生活保護制度について」
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　11月29日、三原市中央公民館において、更生保護顕彰式及び表彰式を開催しました。
受賞された皆様、誠におめでとうございました。

三原地区更生保護顕彰式  作文･標語表彰式三原地区更生保護顕彰式  作文･標語表彰式

稲福 世羅町総務課長補佐

賀中 広島保護観察所課長

岡田 三原市長 梶江 三原警察署長 有馬 世羅警察署次長

11/1 世羅町での作文表彰式社会を明るくする運動作文受賞者 三原市青少年健全育成標語受賞者

中国地方更生保護委員会委員長表彰 渾川 雅子・福場 俊浩
中 国 地 方 保 護 司 連 盟 会 長 表 彰

広 島 保 護 観 察 所 長 表 彰

桑木 良典・古島 弘喜・吉田 なよ子
赤石 修二・赤利 　誠・恵谷 元晴・岡田 邦義・岡野 哲朗
椛山 正宣・雲地 和典・森安 　敦・山田 睦浩・山根 　務

広島保護観察所長感謝状（家族功労） 分野 日美江
広島県保護司会連合会会長表彰 川中 真吾・河野 克典・志摩 寛仁・竹野 芳幸・寄重 輝美

広島県更生保護功労者表彰（敬称略）

作文･標語入賞者表彰

第75回“社会を明るくする運動”作文･標語コンテスト 県の入賞者（敬称略）

小学生作文の部 中学生作文の部

三原市立久井小学校　６年　土居　蓮琉
作品名　「心をつなぐ「あいさつ」の力」

■ 広島県更生保護協会理事長賞

応募数／小学校19校 1,564点
中学校６校   581点

小学生の部　９名
中学生の部　９名

■ 三原市青少年健全育成
　 標語コンテスト

応募数／小学校25校 680点
中学校14校 624点

小学生の部　７名
中学生の部　５名

■ “社会を明るくする運動”
　 作文コンテスト

如水館中学校　３年　土屋　真輝
作品名　「もう一度歩き出すために」

■ 広島県更生保護協会理事長賞
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　11月７日、新任研修会を実施しました。始めに自己紹介

を行い、事務局から三原地区

の活動内容や地区会ホーム

ページ、会員専用ページ利用

方法の説明、連絡ツールとし

て利用するLINEワークスの設

定を行いました。

　先輩保護司に推薦さ
れ、平成 19 年より 18 年

間務めさせていただきましたが、この度、
満齢により退任することになりました。
　在任中は先輩方をはじめ共に活動してき
た保護司の仲間に支えられ、多くの学びと

貴重な経験をいただきました。心より感謝
申し上げます。
　保護司の務めは対象者やその家族に寄り
添い、社会復帰への一歩を共に考える、地
道ではありますが非常に意味深いものでし
た。活動を通じて、私自身も多くを学び、
成長させていただきました。退任後も更生
保護の理念を忘れず、地域の安全と安心の
ために微力ながら尽力してまいります。
　三原地区保護司会の益々のご活躍と皆様
のご健康とご多幸を心よりお祈りし、退任
のご挨拶とさせていただきます。ありがと
うございました。

本郷ブロック 　　　　
加　村　博　志　

満齢退任のご挨拶

　長い間たいへんお世話になりました。心よりお礼申し上げます。

（令和７年11月30日付）  

　令和７年12月１日付けで、新たに会員
としてお迎えしました。

太秦　寛昭 さん
  （世羅ブロック）

新任保護司の紹介

　12月10日、中国地方で唯一の女子受刑者のみを収容している岩国刑務所を訪問しました。
　始めに、施設の沿革から概要について丁寧に説明して頂き、その後施設内の見学をしました。本
施設の特性として、受刑者の年齢層は幅広く、刑期の長短もあ
り、処遇を分けることが難しい現状があることでした。その中
で、「女子施設地域連携事業」として、地域の医療・福祉等の
専門家の協力や支援を受けて、職業訓練や社会復帰支援等の処
遇の充実を図っている
ことでした。
　昼食後は、錦帯橋や
吉香公園を自由散策し
て、会員同士の親睦が
深まりました。

視察研修「岩国刑務所」

新任研修会を実施しました

正面玄関のステンドグラス前
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編 集 後 記
　世羅町は色々な花の名所として知ら
れ、大勢の観光客が訪れます。花が咲
く時期だけなく、この景観を維持する
ため、シーズン外にもご尽力されてい
るそうです。今号の表紙写真に紹介し
たコスモスの花言葉は“調和”“謙虚”。
昨年末には27年ぶりに保護司法が改正
され、任期も３年に延長されることに
なりました。寄り添って咲く花のよう
に、今後も更生保護活動が持続されま
すよう願います。

編 集 後 記

　９月16日、三原地区更生保護
女性会「更女のつどい」が本郷
生涯学習センターで実施されま
した。川中保護司が講師となり、
薬物乱用防止研修を行いました。違法薬物が身体に与え
る悪影響・身の回りに忍びよる現状・オーバードーズ問
題について説明し、薬物乱用防止啓発活動の様子も紹介
しました。また、参加保護司の自己紹介を行い、今後も
更生保護女性会と共に活動したいと思います。

薬物乱用防止研修

のの活活 動動 記記 録録

8/28 本郷ブロック更女ミニ集会 9/11 作文標語審査会

10/7 顕彰式作文標語表彰式打ち合わせ

9/22 本郷ブロックあいさつ運動

10/25 三原市民保健福祉まつり 11/8 浮城まつり街頭キャンペーン

12/2 本郷ブロックあいさつ運動 12/5 三原地域更女交流会 9/13･10/11･12/13 傾聴自主勉強会

三原地区更生保護サポートセンター
〒723-0051 三原市宮浦２丁目1-4
TEL･FAX 0848-62-5515

e-mail : mihara-vpo@outlook.jp
URL : https://mihara-vpo.com

お問合先お問合先

三原地区保護司会だより 第12号（6）　令和８年１月


